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日本原子力発電株式会社

敦賀発電所２号機　復水器出入口および放水口海水温度データの補正について

　当社は、原子力安全・保安院の指示文書を受けて調査した結果、敦賀発電所２号機（加圧

水型軽水炉：定格電気出力１１６万キロワット）の復水器出入口海水温度※１データが補正され

ていることを公表しましたが、その後、引き続き行った調査において以下の事実が判明しました

のでお知らせします。なお、調査は現在も継続しております。

　　下線部は１２月８日公表から追加した事実。

　（１）復水器入口、出口海水温度（平成１４年）

　第１２回定期検査（平成１４年６月～８月）の調整運転段階から定格熱出力一定運転※２

を開始しましたが、その際、復水器に海水を送り込んでいる循環水系Ａ系と同Ｂ系の出入

口温度差に違いが生じていたことから、７月２６日と８月１３日に、出入口温度計それぞれ

について補正を行い、結果として出入口温度差平均値で０．４℃低く出力させていました。

　この補正については、第１３回定期検査（平成１５年９月～１０月）において取りやめ、正

常な状態に復帰させました。

＜これまでの調査結果＞

○平成１４年７月２６日に行った補正は、循環水系Ａ系とＢ系の入口温度４点について

０．１℃上げる補正、さらに、復水器出口温度についても、復水器 1 系の出口温度１２

点については０．３℃、また、２系の出口温度１２点については０．１℃下げる補正を行っ

ていました。

○平成１４年８月１３日には、循環水系Ｂ系の入口温度２点について０．２℃上げる補正を

行いました。

　これらの補正については、補正前の海水出入口温度差平均（Ａ系とＢ系の平均値）は管

理目標値（７．０）℃を超えていないが、一系列（Ａ系またはＢ系）の温度差では超えていた

こと、入口温度にバラツキが生じていたこと等から、今後の運転において出入口温度差の

管理目標値をなるべく超えないよう配慮し、個別温度計のデータに対して不適切な補正を

行ったものと推測されました。

　　　（２）復水器出口海水温度（平成１５年）

　第１３回定期検査終了後の運転段階（平成１５年１１月）で、復水器１系と２系との出口

温度に違い（０．４℃）が生じていたことから、１系の出口温度１２点についてのみ０．４℃下

げる操作を実施しました。（実際は最大０．８℃の補正となった）

　その後、温度に違いが出た原因が、復水器空気抽出器につながる弁の閉止によるもの

と判明したため、この弁を開にするとともに、温度補正も取りやめ（平成１５年１１月２５日）

ました。

　しかし、今回の調査で、この補正が正常に解消されておらず、プロセス計算機の復水器

出口海水温度（２４点平均）が約０．１℃低く指示していることが判明しました。



＜これまでの調査結果＞

○平成１５年１１月１日、復水器１系の出口温度１０点（Ａ１水室の出口温度４点のうち２

点を除く）のうち９点について０．２℃下げる補正操作を、また、１点については０．４℃下

げる補正操作を行いましたが、その過程でプロセス計算機に不具合が発生しました。そ

のため、１１月４日に計算機を復旧し、再度、復水器１系の出口温度１２点について

０．４℃下げる補正操作を行った結果、復水器１系の出口温度９点は０．６℃下げた状

態、２点は０．４℃下げた状態、残り１点については０．８℃下げた状態となりました。

○その後、１１月２３日に温度差の原因を取り除くとともに、１１月２５日に温度補正も取止

めることとしましたが、１１月１日に行った補正が解消されず、復水器１系の出口温度１

０点中９点には０．２℃下げた状態、残り１点については０．４℃下げた状態となり補正

が残ったままとなりました。

なお、１１月１日に補正が行われなかったＡ１水室の出口温度２点については補正なし

の状態に戻っていました。

　なお、補正が残っていた復水器１系の出口温度１０点については、平成１８年１２月１１

日に補正を取りやめ正常な状態に復帰させました。

（３）放水口海水温度

平成１８年１２月８日の公表から引き続き行った調査において、平成１４年８月２８日から

放水口海水温度について０．３℃下げる補正操作が行われていたことを確認しました。

なお、この補正については、第１３回定期検査において正常な状態に復帰されていること

を確認しました。

　当社は、今までの調査が不十分であったため、不正確な情報をお伝えしたことにつきまして深

くお詫びいたします。

　また、この度の不適切な取扱いがあったことを極めて深刻に受けとめ、今後の発電所運転管

理を一層厳正に行うなど、再発防止対策の徹底に努めてまいります。

＊１復水器出入口海水温度：敦賀発電所２号機には復水器入口に４個（循環水系Ａ系に２個、Ｂ系に２個）、復水器出口に２
４個（復水器１系（Ａ１，Ｂ１，Ｃ１）、２系（Ａ２，Ｂ２，Ｃ２）の各水室出口に４個ずつ）の、計２８個の
温度計を設置しています。

＊２定格熱出力一定運転：  原子炉で発生する熱（原子炉熱出力）を原子炉設置許可で認められた最大値である定格熱出力
に一定に保って運転する方法であり、冬季のように海水温度が低い時期には発電効率が良くなり、
発生する電気が増加します。

以　上
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敦賀発電所２号機　復水器出入口海水温度等の補正経緯（平成１８年１２月１３日）

第 12 回定期検査

（H14.6.11～8.6）

第 13 回定期検査

（H15.9.5～11.26）

H15.10.29～調整運転開始
H14.7.9～調整運転開始
　　7.16～定格熱出力一定運転開始

H14.7.26 H15.11.1
H15.11.4

H15.11.25
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・補正前の出入口海
水 温 度 差 （ Ａ 系 ：
6.6℃、Ｂ系：7.1℃）
④Ｂ系入口海水温度

（２点）を 0.2℃上げ
る補正を実施

→　平均で＋0.1℃の
ズレ

H14.8.13※１

・補正前の出入口海水温度差
（Ａ系：7.4℃、Ｂ系：7.0℃）
⑤１系出口海水温度（全 12

点）のうち９点を 0.6℃、
  １点を 0.8℃※１・２、２点を

0.4℃下げる補正
　　→平均で－0.3℃※１のズレ

復
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口
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水
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度

・Ａ系の温度差が大きかった原因が復
水器空気出口弁の閉止と判明。同弁
を開とし、１系出口温度（全 12 点）の
補正を取り止めた。
　　→　⑥修正操作が確実に行われ

ず、10 点※3 で誤った補正（平均
で約－0.1℃のズレ）が継続

・ 補正前の出入口海水
温度差（Ａ系：7.1℃

　　　　　　Ｂ系：6.5℃）
①入口海水温度（全４

点）を 0.1℃上げる補
正を実施。

→　平均で＋0.1℃の
ズレ

※１：１２月８日のプレス文から修正した事実。

※２：11 月１日に補正を試みた際、12 点について－0.2℃を入力後、さらに２点について＋0.2℃、１点に
－0.2℃を入力した時点でプロセス計算機の１系海水出口温度の処理に不具合が発生。
11 月４日にプロセス計算機を復旧した際、既に入力されていた－0.2℃に気付かず、12 点について
－0.4℃の補正を実施したため、９点に－0.6℃、１点に－0.8℃、２点が－0.4℃の入力となった。

※３：11 月４日に入力した－0.4℃を戻す作業を行ったが、11 月１日に入力した－0.2℃、－0.4℃分を戻
さなかったため、９点に－0.2℃、１点に－0.4℃の補正が残った。
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②１系出口海水温度
（全 12 点）を 0.3℃下
げる補正

③２系出口海水温度
（全 12 点）を 0.1℃下
げる補正を実施。

→　平均で－0.2℃の
ズレ

・ 補正前の海水出入口温度差平均（Ａ系とＢ系の平均値）

は、目標値（7.0℃）を超えていないが、一系列（Ａ系また

はＢ系）の温度差では超えていたこと等から、今後の運転

状況に配慮し、個別温度計のデータに対して不適切な補

正を行ったものと推定。
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⑦ 放 水 口 温
度を 0.3℃
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正を実施

H14.8.28※１

・ 復水器出入口温度に

ついて下げの補正を

行ったため放水口温

度に係る補正も行った

ものと推定。
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